
納
車
式
で
安
全
を
祈
願

大
規
模
災
害
な
ど
で
の
住
民
被
害
軽
減

と
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
、
千

曲
坂
城
消
防
本
部
で
は
「
は
し
ご
車
」
を

29
年
ぶ
り
に
更
新
し
「
屈
折
は
し
ご
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
」
を
新
た
に
配
備
し
た
。

３
月
30
日
に
千
曲
坂
城
消
防
本
部
で
納

車
式
が
執
り
行
わ
れ
て
、
管
理
者
の
小
川

千
曲
市
長
、
副
管
理
者
の
山
村
坂
城
町
長
、

大
内
副
市
長
ら
が
出
席
し
て
安
全
を
祈
願

し
た
。

今
回
導
入
さ
れ
た
新
型
車
は
消
火
ポ
ン

プ
を
搭
載
し
て
お
り
、
高
所
で
の
効
果
的

な
放
水
が
で
き
る
。
ま
た
、
は
し
ご
は
機

動
性
を
重
視
し
た
25
ｍ
級
の
屈
折
ブ
ー

ム
型
状
と
な
っ
て
い
て
、
多
角
的
な
動
き

で
迅
速
な
救
助
活
動
が
可
能
。
高
所
だ
け

で
な
く
崖
下
な
ど
地
上
よ
り
６
ｍ
も
低
い

場
所
で
の
救
助
活
動
も
行
え
る
と
い
う
。

納
車
式
後
の
取
り
扱
い
訓
練
期
間
を
経
て
、

４
月
24
日
よ
り
戸
倉
上
山
田
消
防
署
で

運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車

こ
の
ほ
か
千
曲
坂
城
消
防
本
部
で
は
災

害
時
の
安
全
か
つ
円
滑
な
救
急
活
動
に
対

応
す
る
た
め
「
災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動

車
」
も
導
入
さ
れ
た
。
患
者
室
は
雨
天
や

降
雪
時
の
滑
り
や
転
倒
を
防
止
す
る
た
め
、

フ
ロ
ア
に
は
滑
り
に
く
い
加
工
が
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
通
常
の
サ
イ
レ
ン
音
よ

り
強
力
な
警
告
効
果
の
あ
る
「
イ
エ
ル
プ

音
」
を
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
活

動
状
況
に
応
じ
て
３
段
階
に
発
光
パ
タ
ー

ン
が
変
化
す
る
赤
色
回
転
灯
を
装
備
し
て

い
る
。
車
両
の
購
入
資
金
を
坂
城
町
在
住

の
男
性
が
寄
付
し
て
い
る
た
め
、
救
急
自

動
車
は
坂
城
消
防
署
に
配
備
と
な
っ
た
。

令和８年(２０２６年) ５月１日発行 第７６号１面

地球の水と空気をもっときれいに

株式会社長野セラミックス

５月の花 阿蘭陀石竹
カ ー ネ ー シ ョ ン

第 76 号紙面構成
【第１面】特集／千曲坂城消防
本部新型車両【第２面】団体／
更埴 LC【第３面】行政／新部
長インタビュー【第４∼５面】
特別紙面／ちくま未来新聞ロゴ
【第６面】教育・学校／千曲坂
城クラブ・新校長【第７∼９面】
地域・トピックス／和算史料・
酒蔵市・みそ祭り【第 11 面】
カルチャー・連載【第 12 面】
スポーツ／信州 BW 地区優勝・
パルセイロ千曲市民デーほか

薬師堂・上山田西公園のスイセン
（上山田）

上山田西公園は大正12年（1923）、上山田
温泉開湯20周年記念事業として造成されたもの
（当時の呼称は温泉西公園）。園内に祀られて
いる薬師堂は元々は温泉大通りの突き当たりに
あったものだが、公園造成に併せてこの高台に
移転された。現在は３年前新調された薬師如来
を祀る薬師堂のほか太子堂と毘沙門堂や地蔵菩
薩などが地元住民により大切に守られている。
春になると公園の斜面にはスイセンが咲き乱
れ、サクラの花との競演を見せる。スイセンは
昭和63年（1988）に自治会の役員により植え
られたもので、現在は「温泉西公園を守る会」
などが手入れをし
管理されている。
４月12日には
毎年恒例の「花ま
つり」が開催。団
子等が振舞われ、
野点も行われた。

今月のちくま百景 災
害
対
応
の
特
殊
救
急
自
動
車
も
配
備
に「屈折はしご付消防ポンプ車」

千
曲
坂
城
消
防
本
部
に
新
型
車
両

29
年
ぶ
り「
は
し
ご
車
」を
更
新

【特集】

稲荷山宿・蔵し館

主屋のオタナ（店）
奥に居間と座敷が続く

稲
荷
山
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
（
重
伝
建
）
の
う
ち
唯
一

内
部
が
公
開
さ
れ
て
い
る
「
稲
荷
山
宿
・
蔵
し
館
」
の
修
理
工

事
が
完
了
、
４
月
11
日
に
３
年
９
か
月
ぶ
り
の
再
開
館
と
な
っ

た
。
同
館
は
生
糸
商
と
し
て
知
ら
れ
た
松
林
家
邸
宅
を
修
復
・

再
生
し
た
施
設
で
、
平
成
12
年
に
開
館
。
善
光
寺
街
道
（
北
国

西
往
還
）
に
面
し
た
主
屋
と
土
蔵
か
ら
な
り
、
中
庭
等
も
残
さ

れ
て
い
る
。
今
回
令
和
４
年
７
月
か
ら
の
修
復
工
事
に
よ
っ
て

全
面
的
に
土
壁
が
塗
り
替
え
ら
れ
た
。
主
屋
は
町
家
の
生
活
空

間
が
再
現
さ
れ
、
土
蔵
を
改
装
し
た
資
料
館
に
明
治
期
以
降
の

民
俗
資
料
の
ほ
か
、
稲
荷
山
祇
園
祭
で
遷
座
す
る
四
神
や
子
ど

も
神
輿
を
展
示
し
て
い
る
（
写
真

左
）
。
今
年
２
月
に
は
再
開
館
に
先

駆
け
て
内
覧
会
も
行
わ
れ
、
１
２
０

人
ほ
ど
の
見
学
者
が
集
ま
っ
た
。
再

開
初
日
の
11
日
も
多
く
の
来
館
者
が

訪
れ
て
い
た
。
今
年
度
は
重
伝
建
の

パ
ネ
ル
展
示
も
企
画
さ
れ
て
い
る

（
入
館
料
・
一
般
３
０
０
円
）
。

重伝建

４月11日から再び開館

「災害対応特殊救急自動車」



令和８年(２０２６年) ５月１日発行 第７６号２面 【団体】

４
月
13
日
、
（
一
社
）
ち
く
ま
未
来

戦
略
研
究
機
構
は
令
和
８
年
度
第
１
回

理
事
会
を
開
催
。
令
和
８
年
度
の
事
業

計
画
案
と
収
支
予
算
計
画
案
に
つ
い
て

の
報
告
を
行
っ
た
。
次
い
で
市
民
広
報

紙
「
ち
く
ま
未
来
新
聞
」
発
行
事
業
の

譲
渡
に
つ
い
て
の
趣
旨
説
明
を
行
い
、

同
新
聞
の
編
集
製
作
部
門
を
ち
く
ま
未

来
新
聞
社
代
表
・
白
石
茂
樹
に
対
し
て

譲
渡
す
る
契
約
書
の
案
を
提
案
し
て
理

事
か
ら
の
承
認
を
得
た
。

こ
れ
に
伴
い
従
来
の
機
構
の
主
な
事

業
計
画
の
う
ち
「
街
情
報
の
提
供
と
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
事
業
」

に
お
け
る
市
民
新
聞
の
発
行
は
、
今
年

５
月
号
以
降
ち
く
ま
未
来
新
聞
社
が
担

う
こ
と
と
な
っ
た
。
理
事
会
で
の
決
定

事
項
は
改
め
て
後
日
開
催
予
定
の
機
構

の
総
会
で
報
告
さ
れ
る
。

▼
３
月
29
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
上
田
市

長
選
挙
で
は
新
人
で
元
市
議
の
斉
藤
達
也
氏

が
３
期
目
を
目
指
し
た
現
職
の
土
屋
陽
一
氏

を
破
り
初
当
選
し
た
。
得
票
率
は
斉
藤
氏
50
．

２
％
に
対
し
土
屋
氏
49
．
８
％
、
得
票
差
は
僅

か
３
０
６
票
差
と
い
う
接
戦
と
な
っ
た
。
今

回
選
挙
戦
の
大
き
な
争
点
の
一
つ
に
上
田

市
、
長
野
市
、
千
曲
市
、
坂
城
町
３
市
１
町

に
よ
る
水
道
事
業
広
域
化
の
是
非
が
掲
げ
ら

れ
た
。
斉
藤
氏
は
市
議
時
代
か
ら
水
道
事
業

広
域
化
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
主
張
し
て
い

る
。
▼
将
来
の
人
口
減
少
や
水
道
施
設
の
老

朽
化
を
鑑
み
て
令
和
３
年
に
「
上
田
長
野
地

域
水
道
事
業
広
域
化
研
究
会
」
が
発
足
。
昨

年
11
月
に
は
千
曲
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
第
６

回
協
議
会
で
基
本
計
画
が
合
意
さ
れ
て
い

る
。
県
企
業
局
で
は
「
将
来
を
見
据
え
て
安

定
的
に
安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る

た
め
の
協
議
」
を
進
め
た
い
考
え
で
あ
る
。

▼
だ
が
、
上
田
市
で
は
広
域
化
に
つ
い
て
市

民
の
間
で
も
賛
否
が
割
れ
て
い
る
。
３
市
の

１
か
月
の
水
道
料
金
を
比
較
す
る
と
長
野
市

３
６
３
０
円
、
千
曲
市
３
３
１
３
円
に
対

し
、
上
田
市
は
２
８
６
２
円
（
出
典
・
水
道

統
計
／
国
交
省
）
。
上
田
市
単
独
で
事
業
を

継
続
す
る
方
が
割
安
だ
と
い
う
意
見
は
根
強

い
。
２
年
前
か
ら
水
道
事
業
広
域
化
計
画
に

関
す
る
市
民
有
志
に
よ
る
勉
強
会
も
定
期
的

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
長
野
市
や
千
曲
市
以

上
に
関
心
は
高

い
。
今
後
、
上
田

市
側
が
如
何
な
る

判
断
を
下
す
か
、

千
曲
坂
城
両
地
域

の
住
民
に
と
っ
て

は
大
い
に
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
。

（
Ｗ
・
Ｓ
）

ケーブルネット千曲
５月のおススメ

株式会社 信州ケーブルテレビジョン

さ
ら
は
に
ズ
ム

ち
く
ま
論
説

市
民
広
報
紙
「
ち
く
ま
未
来
新
聞
」

発
行
事
業
の
譲
渡
を
正
式
承
認

千
曲
市
社
会
福
祉
協
議
会
人
事

（
４
月
１
日
付
）

▽
事
務
局
長

宮
尾
憲
夫
（
千
曲
市
派

遣
）

▽
事
務
局
次
長
兼
地
域
支
援
課
長

赤
沼

一
仁

▽
総
務
課
長

井
浦
英
明

▽
地
域
支
援
課

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
主

幹
兼
業
務
係
長

柳
澤
健
士

▽
地
域
支
援
課

千
曲
市
生
活
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
業
務
係
長

下
条
由
直

更
埴
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
人
事

（
４
月
１
日
付
）

管
理
職
昇
任

▽
本
所
業
務
係
長
（
本
所
業
務
係
長
）

厳
田
由
美
子

▽
戸
倉
上
山
田
支
所
長
（
戸
倉
上
山
田
支

所
業
務
係
主
事
）

小
河
原
恵
美
子

▽
本
所
業
務
係
主
査
（
本
所
業
務
係
主

事
）

熊
木
真
由
美

定
期
人
事
異
動
情
報

未来戦略広場
当紙ではみなさまからの「未来戦略・提言」
を広く募集しています。文章量は150∼200字
程度でお願いします。投稿の際には必ず本名と
お住まいの地域をご明示下さい。
（掲載時は匿名可）

【郵送先】〒387-0012 千曲市桜堂521
ちくま未来新聞 「十文字風」係宛て

【メールアドレス】 shinbun@ckm-mirai.org
【ＦＡＸ】０２６−２１４−７９０５

十文字風

（
一
社
）
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構

令
和
８
年
度
第
１
回
理
事
会

お
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
た
め
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千
曲

が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
た
。

長
野
市
大
岡
の
南
長
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
４
月
16

日
に
行
わ
れ
た
大
会
に
は
１
８
５
人
が
参
加
。

会
場
に
は
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
、
参
加
者
が
寄

付
を
行
っ
た
。
今
回
集
ま
っ
た
収
益
金
は
、
石

川
県
の
輪
島
市
役
所
を
通
じ
て
被
災
し
た
子
ど

も
た
ち
の
支
援
に
充
て
ら
れ
る
。

南長野ゴルフ倶楽部（４月16日）

お
更
埴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
結
成
60
周
年
記
念

の
例
会
を
４
月
11
日
、
上
山
田
温
泉
ホ
テ
ル
圓
山

荘
で
開
催
し
た
。
例
会
に
は
近
隣
の
Ｌ
Ｃ
な
ど
多

く
の
来
賓
が
出
席
し
、
60
年
の
歴
史
を
振
り
返
る

ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
た
ほ
か
、
姉
妹
ク
ラ
ブ
の

新
湊
Ｌ
Ｃ
へ
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、

例
会
で
は
新
規
事
業
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ

リ
ッ
ジ
「
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
ち
く
ま
」
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
と
今
後
の
取
組
が
報
告
さ
れ
た
。

ち
く
ま
未
来
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
４
月
１
３
日
）

例会の様子（４月11日）

更
埴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

設
立
60
周
年
記
念
式
典
・
総
会
を
開
催

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千
曲

第
7
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

お
長
野
県
温
泉
協
会
千
曲
支
部
の
総
会
が
５
月
14

日
に
千
曲
市
総
合
観
光
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。

総
会
に
先
立
ち
14
時
30
分
よ
り
信
州
大
学
名
誉
教

授
の
塚
原
弘
昭
さ
ん
（
明
徳
寺
住
職
）
の
講
演

会
を
開
催
の
予
定
。
戸
倉
上
山
田
の
温
泉
に
つ

い
て
地
層
や
断
層
か
ら
解
説
す
る
。
入
場
無
料
だ
が
市
役
所
観
光
課
に
事
前
申
込

が
必
要
。
問
い
合
わ
せ☎

０
２
６‐

２
７
３‐

１
１
１
１
（
内
線
３
２
６
４
）

上
山
田
温
泉
株
式
会
社
．

県
温
泉
協
会
千
曲
支
部
の
総
会
を
開
催

090-6176-1490

〒 387-0012
千曲市桜堂 521
ちくま未来新聞編集部
FAX ＆mail 026-214-7905
shinbun＠ ckm-mirai.org



令和８年(２０２６年) ５月１日発行 第７６号３面 【行政】

改正道路交通法により令和８年度から
自転車の違反に対して交通反則通告制度
（青切符の導入）がスタートした。初日
の４月１日には千曲警察署と千曲交通安
全協会屋代支部が合同で市役所前交差点
で街頭啓発を行った。正しい交通ルール
について千曲署の中嶋交通課長は「県警
ホームページにわかりやすく説明されて
いるので是非ご覧ください」と話した。
４月６日から15日までの期間は春の全

国交通安全運動が実施された。６日は千
曲市役所駐車場で出発式を行った後、千

曲署と交通安全の関係各団体が交差点や
屋代工業団地前の国道18号線沿いで呼び
かけを行った。翌７日には坂城町の田町
交差点でも交通安全指導が行われた。

自転車の新運転ルールの呼びかけ
春の全国交通安全運動

千
曲
市
と
建
機
レ
ン
タ
ル
の
㈱
ア
ク
テ
ィ
オ

は
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
と
施
設
提

供
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
３
月
26
日
に
市
役
所

で
協
定
調
印
式
を
執
り
行
っ
た
。
従
来
の
応
急
対

策
業
務
に
加
え
、
工
場
施
設
の
提
供
に
関
す
る
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
自
動
車
専
用
避
難
場
所
の

駐
車
場
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
使
用
可
能
な
敷
地

を
提
供
す
る
。
式
典
で
ア
ク
テ
ィ
オ
の
小
沼
直
人

代
表
取
締
役
社
長
は
「
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で

地
域
の
方
の
お
役
に
立
つ
形
を
目
指
し
て
い
る
」

と
挨
拶
。
小
川
市
長
は
「
安
心
・
安
全
な
街
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
」
と
応
じ
た
。
ま
た
、
同
日
に

は
千
曲
坂
城
消
防
組
合
と
ア
ク
テ
ィ
オ
と
の
間
で

災
害
時
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
体
制
強
化
の
協

定
も
締
結
さ
れ
た
。
千
曲
坂
城
消
防
管
内
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
離
発
着
所
は
24
か
所
目
と
な
る
。

ア
ク
テ
ィ
オ
は
八
幡
東
産
業
団
地
に
建
設
し
た

ア
ク
テ
ィ
オ
長
野
ち
く
ま
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
統
括
工

場
が
昨
年
12
月
か
ら
運
用
を
開
始
。
５
月
14
日
に

は
同
工
場
で
防
災
ヘ
リ
も
参
加
す
る
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

千
曲
市
＆
千
曲
坂
城
消
防
組
合

㈱
ア
ク
テ
ィ
オ
と
協
定
を
締
結

右・千曲市と
アクティオの
協定調印式
左・千曲坂城
消防組合との
協定締結式

千
曲
市
役
所
ガ
レ
リ
ア

市
内
中
学
生
考
案
の

新
作
お
や
き
を
販
売

４
月
１
日
、
千
曲
市
役
所
で
は
定
期
人
事
異

動
に
伴
う
辞
令
交
付
式
と
令
和
８
年
度
の
新
規

採
用
職
員
入
庁
式
が
開
か
れ
た
。
今
年
度
の
新

規
採
用
は
21
人
（
男
性
13
人
、
女
性
８
人
）
。

辞
令
の
交
付
に
続
い
て
新
規
採
用
職
員
を
代
表

し
て
福
祉
課
の
奥
山
宗
思
さ
ん
が
服
務
の
宣
誓

を
読
み
上
げ
た
【
写
真
】
。
千
曲
市
の
４
月
１

日
付
の
職
員
数
は
５
０
８
人
と
な
っ
た
。

坂
城
町
役
場
で
も
同
日
「
年
度
初
め
の
式
」

が
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
新
規
採
用
職
員

は
男
性
２
人
、
女

性
４
人
の
計
６

人
。
新
人
全
員
で

服
務
の
宣
誓
を

行
っ
た
。
坂
城
町

の
今
年
度
の
正
規

職
員
数
は
１
３
３

人
。

（
上
）
市
役
所
前
交
差
点

（
下
）
国
道
１
８
号
線
・
屋
代

新
部
長
に
訊
く

Ｖ
Ｏ
Ｌ
１

宮
尾
総
務
部
長

新
部
長
に
訊
く

Ｖ
Ｏ
Ｌ
２

養
田
企
画
政
策
部
長

千曲警察署・千曲交通安全協会

千
曲
市
役
所
・
坂
城
町
役
場

令
和
８
年
度
ス
タ
ー
ト

千曲市・坂城町５月のイベント
【
千
曲
市
】

■
ち
く
ま
未
来
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

５
月
23
日
（
土
）

開
催

時
間
10
時
～
16
時

信
州
の
幸
あ
ん
ず
ホ
ー
ル

〔
主
催
・
ち
く

ま
未
来
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
〕

【
坂
城
町
】

■
第
21
回
信
州
坂
城
町
ば
ら
祭
り

５
月
23
日
（
土
）
～
６
月

７
日
（
日
）

開
園
時
間
９
時
～
16
時
30
分
（
土
日
は
８
時
30
分

か
ら
）

さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園

〔
主
催
・
坂
城
町
ば
ら
祭

り
実
行
委
員
会
〕

■
坂
城
駅
前
葡
萄
酒
祭
２
０
２
６

５
月
31
日
（
日
）

開
催
時

間
10
時
30
分
～
16
時
30
分

し
な
の
鉄
道
「
坂
城
駅
」
多
目
的
広

場
（
少
雨
決
行
）
〔
主
催
・
坂
城
駅
前
葡
萄
酒
祭
実
行
委
員
会
〕

※このコーナーでご紹介したイベントについては当新聞では無料で掲載させていただいております

森
地
区
出
身
。
更
埴
市
役
所
に
入
庁

し
税
務
課
の
配
属
と
な
り
固
定
資
産
税

の
家
屋
調
査
な
ど
に
従
事
。
続
い
て
農

業
委
員
会
に
５
年
間
勤
務
し
た
。
千
曲

市
合
併
後
は
情
報
統
計
課
、
総
務
課
、

秘
書
広
報
課
な
ど
企
画
・
総
務
部
門
を

中
心
に
勤
務
。
令
和
元
年
東
日
本
台
風

の
災
害
時
に
も
総
務
課
の
所
属
だ
っ
た

が
、
災
害
対
策
本
部
で
市
民
か
ら
の
電

話
対
応
に
追
わ
れ
た
と
い
う
。「
自
然
災

害
に
対
す
る
無
力
感
を
感
じ
た
（
宮
尾

部
長
）」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

昨
年
度
ま
で
課
長
と
し
て
業
務
に
当

た
っ
て
い
た
秘
書
広
報
課
で
は
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

千
曲
市
が
舞
台
の
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ

ｅ
ｙ
！
」
は
姨
捨
の
日
本
遺
産
セ
ン
タ
ー

で
原
画
展
を
開
催
中
だ
が
、
今
年
度
も

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
と

い
う
。
市
民
に
向
け
て
は
「
未
来
へ
夢

や
希
望
を
持
ち
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
」
と
語
る
。

宮尾一彦総務部長

父
親
の
転
勤
で
県
内
各
地
で
過
ご
し
た

が
中
学
生
か
ら
八
幡
に
在
住
。
更
埴
市

役
所
に
入
庁
し
て
最
初
に
建
設
課
で
道

路
占
用
や
建
築
確
認
な
ど
の
事
務
を
担

当
。
そ
の
後
税
務
課
、
観
光
課
、
財
政

課
、
会
計
課
、
下
水
道
課
な
ど
主
に
総

務
部
・
建
設
部
の
業
務
に
携
わ
っ
て
き

た
。
合
併
後
に
は
上
山
田
庁
舎
の
市
民

窓
口
課
で
も
勤
務
し
て
い
る
。
自
身
で

特
に
思
い
出
深
い
の
は
財
政
課
で
の
実

務
で
、
１
市
２
町
の
合
併
と
な
っ
た
新

市
の
予
算
の
ほ
か
、
新
庁
舎
建
設
、
東

日
本
台
風
災
害
の
復
旧
と
い
っ
た
予
算

編
成
に
関
わ
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
。

今
回
総
務
課
長
か
ら
企
画
政
策
部
長

と
な
り
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
第
四
次

総
合
計
画
の
策
定
な
ど
市
の
将
来
に
関

わ
る
重
要
な
指
針
の
構
築
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
っ
た
。「
今
後
も
市
民
の
皆
様

に
子
や
孫
の
世
代
に
至
る
ま
で
『
千
曲

市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
』
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

養田晃一企画政策部長

手
作
り
お
や
き
の
「
旬
な
菜
」（
磯
部
）
が
中

学
生
の
考
案
し
た
新
作
お
や
き
を
開
発
・
販
売

し
た
。
こ
れ
は
昨
年
９
月
開
催
さ
れ
た
「
も
の

づ
く
り
フ
ェ
ア
」
で
市
内
の
中
学
２
年
生
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
商
品
化
し
た
も

の
で
、
人
気
の
高
か
っ
た
お
好
み
焼
き
風
、
キ

ム
チ
た
く
あ
ん
と
リ
ン
ゴ
や
チ
ョ
コ
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
系
の
全
４
種
類
。
会
場
の
市
役
所
ガ

レ
リ
ア
で
は
多
く
の

人
が
新
作
お
や
き
を

購
入
し
て
い
た
。
旬

な
菜
の
畑
野
和
泉
さ

ん
は
今
後
定
着
し
て

い
け
ば
商
品
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
た

い
と
話
し
た
。



千
曲
の
音
色
と
地
域
の
未
来

「
地
域
と
外
国
人
と
の
共
生
」。
こ
う
し

た
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
意
見
交
換
し
ま
し
ょ

う
と
言
っ
て
も
、
な
か
な
か
ピ
ン
と
こ
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
身
近
で
働
く
外
国
人
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ

ン
ビ
ニ
で
会
計
の
ス
タ
ッ
フ
が
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
男
性
だ
っ
た
り
、
ホ
テ
ル
の
フ

ロ
ン
ト
が
ネ
パ
ー
ル
の
女
性
の
こ
と
も
あ

る
。
近
く
の
メ
ー
カ
ー
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人

が
複
数
働
い
て
お
り
、
会
社
が
家
を
借
り

て
共
同
で
生
活
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

地
区
の
掃
除
当
番
を
し
て
い
る
。

全
国
で
外
国
人
労
働
者
は
２
０
２
５
年

10
月
時
点
で
２
５
７
万
人
。
過
去
最
多
、

こ
こ
10
年
で
約
３
倍
に
な
っ
た
と
い
う
。

長
野
県
内
の
外
国
人
労
働
者
は
同
年
10

月
で
は
３
万
６
７
２
人
（
長
野
労
働
局
調

べ
）、
前
年
比
で
２
８
３
８
人
増
加
、
約

10
％
増
え
た
。
国
別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
人
が

６
９
９
１
人
で
最
も
多
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
４
０
０
０
人
台
と
続
く
。

対
前
年
の
増
加
率
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
が
多
い
と
い
う
。

県
内
の
企
業
に
と
っ
て
の
重
要
な
課
題

は
人
手
不
足
だ
。
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、

小
売
り
や
宿
泊
、
飲
食
な
ど
多
く
の
企
業

は
外
国
人
労
働
者
に
頼
っ
て
い
る
の
が
実

情
だ
。
た
だ
、
先
日
発
表
さ
れ
た
県
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
約
35
％
の
県
民

は
治
安
の
悪
化
を
理
由
に
外
国
人
労
働
者

は
「
必
要
な
い
」
と
答
え
た
。

そ
の
一
方
で
、
約
38
％
は
「
外
国
人

が
い
な
け
れ
ば
働
く
現
場
は
成
り
立
た
な

い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。
賛
否
が
相
半
ば

す
る
な
か
で
、
地
域
と
の
関
わ
り
合
い
の

「
橋
渡
し
」
を
す
る
の
は
、
外
国
人
を
受

け
入
れ
て
い
る
企
業
で
あ
り
、「
世
話
役
」

と
な
っ
て
い
る
地
域
の
日
本
人
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
方
が
し
っ
か
り
と
し
た
理
解
の

上
に
、
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
地

域
の
方
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
か
。

「
あ
ん
ず
の
里
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
を
契

機
に
外
国
人
と
地
域
の
交
流
を
盛
ん
に

こ
の
３
月
28
、
29
日
の
二
日
間
、
千

曲
市
森
、
倉
科
の
「
あ
ん
ず
の
里
」
で
の

意
見
交
換
会
と
松
代
大
本
営
の
地
下
壕
の

見
学
に
中
国
、
台
湾
、
香
港
出
身
の
グ
ル
ー

プ
を
中
心
に
約
30
人
が
「
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
」
で
訪
れ
た
。
企
画
し
た
の
は
東
京

大
学
大
学
院
の
総
合
文
化
研
究
科
・
国
際

社
会
科
学
専
攻
の
阿
古
智
子
教
授
。
参
加

者
は
中
国
、
台
湾
、
香
港
な
ど
か
ら
日
本

に
住
ん
だ
り
訪
問
し
た
り
し
て
い
る
人
た

ち
だ
。

ご
縁
が
あ
っ
て
阿
古
教
授
と
の
知
己
を

得
た
本
紙
記
者
は
、
強
力
な
知
人
で
あ
る

千
曲
市
の
桐
カ
フ
ェ
の
オ
ー
ナ
ー
石
澤
洋

子
さ
ん
と
夫
の
幸
一
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

日
程
を
調
整
し
た
。
思
い
立
っ
た
ら
「
実

行
」
あ
る
の
み
。
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究

機
構
の
柳
澤
純
副
会
長
の
支
援
と
と
も
に
、

満
蒙
開
拓
の
歴
史
に
詳
し
い
飯
島
春
光
元

教
諭
の
松
代
平
和
記
念
館
で
の
解
説
と
松

代
大
本
営
地
下
壕
で
の
ガ
イ
ド
も
訪
問
し

た
方
々
に
は
感
慨
深
い
内
容
と
な
っ
た
。

上
田
駅
に
降
り
立
っ
た
一
行
は
宿
泊
ホ

テ
ル
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
あ
ん
ず
の
里
の

北
條
農
園
に
。
天
気
に
恵
ま
れ
て
あ
ん
ず

は
三
分
咲
き
だ
っ
た
。
例
年
よ
り
も
少
し

早
め
だ
と
い
う
。
あ
ん
ず
の
苗
木
の
植
樹

も
10
人
が
行
っ
た
。

千
曲
市
生
萱
の
元
幼
稚
園
園
長
が
千
曲

市
と
あ
ん
ず
の
ご
縁
を
紙
芝
居
で
披
露
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
は
目

の
不
自
由
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
者
の
上
原

（
か
み
は
ら
）
博
司
さ
ん
や
、
コ
カ
リ
ナ

演
奏
の
松
田
祐
子
さ
ん
ら
の
グ
ル
ー
プ
、

琵
琶
演
奏
の
塚
原
佐
久
子
さ
ん
の
グ
ル
ー

プ
、
篠
笛
の
野
崎
功
さ
ん
の
篠
笛
と
、
農

園
で
は
そ
の
素
晴
ら
し
い
音
色
に
耳
を
傾

け
た
。

そ
の
後
は
「
地
方
創
生
と
外
国
人
と
の

共
生
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
会
が

開
か
れ
た
。
農
園
オ
ー
ナ
ー
の
北
條
昭
宣

さ
ん
、
須
坂
市
で
ぶ
ど
う
、
も
も
の
果
樹

を
栽
培
し
て
い
る
井
田
光
さ
ん
も
参
加
し

て
意
見
交
換
し
た
。
千
曲
市
の
企
業
に
勤

務
し
て
い
る
香
港
出
身
の
若
者
と
阿
古
教

授
が
司
会
を
務
め
た
。

終
了
後
、
戸
倉
上
山
田
温
泉
に
宿
泊
し

た
宿
の
夕
食
時
に
は
、
千
曲
市
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
演
技
を
披
露
し
て
い
る
「
南
京

玉
す
だ
れ
」
の
グ
ル
ー
プ
５
人
が
素
敵
な

演
技
と
文
化
琴
の
２
人
が
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
披
露
し
た
。

今
回
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た

阿
古
教
授
は
「
私
の
関
心
は
（
縁
が
あ
っ

て
支
援
し
て
い
る
）
香
港
の
農
業
や
ア
ー

ト
、
食
、
文
芸
活
動
な
ど
を
通
じ
て
国
際

交
流
の
拠
点
を
作
り
た
い
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
長
野
県
、
例
え
ば
千
曲
市
の
若
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
農
家
の
方
々
（
気
持
ち
が
若

い
人
）
に
こ
れ
か
ら
も
お
目
に
か
か
り
た

い
で
す
」
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
、
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と
理
解

す
る
た
め
に
６
月
下
旬
の
あ
ん
ず
の
収
穫

の
頃
に
は
「
若
い
人
た
ち
と
収
穫
の
手
伝

い
を
し
つ
つ
、
地
域
の
人
た
ち
に
話
を
伺

う
機
会
を
ぜ
ひ
作
り
た
い
計
画
も
あ
る
」

と
の
こ
と
だ
。

（
本
紙
特
任
記
者

中
澤
幸
彦
）

令和８年(２０２６年) ５月１日発行 第７６号４面 【特別紙面】

受
け
入
れ
企
業
の
経
営
者
は

「
橋
渡
し
役
」
に

外
国
人
の
受
け
入
れ
は
地
域
の
理
解
か
ら

北
條
農
園
で
意
見
交
換
す
る

参
加
者
た
ち

テ
ー
マ
募
集

松
代
大
本
営
の
地
下
壕
を

見
学
す
る
参
加
者
た
ち

杏
の
苗
木
を
植
樹
す
る

阿
古
智
子
教
授
（
左
）

右
は
農
園
オ
ー
ナ
ー
の

北
條
昭
宣
さ
ん

【
特
集
】

戸倉上山田温泉×
湯田中ブルワリー

オリジナルクラフトビール
「KARA-KORO ALE」

「KARA-KORO

champagne ALE」

お問い合わせ
信州千曲観光局
026-261-0300

春コレクション展 春を展く
ひら

４月26日（日）∼５月24日
（日）観覧時間９時∼17時
観覧料 一般３００円 高校
生１５０円 中学生以下無料
〔主催・千曲市〕

千曲市アートまちかど

ち
く
ま
未
来
新
聞
で
は
千
曲
・
坂
城
地
域
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
や
建
設

的
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
住
い
の
地
域
で
話
題
と
な
っ

て
い
る
問
題
や
関
心
の
あ
る
事
柄
な
ど
、
当
新
聞
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
■
お
便
り
は
〒
３
８
７‐

０
０
１
２

千
曲
市
桜
堂
５
２
１

ち
く
ま
未
来
新
聞
社

編
集
部
ま
で



令和８年(２０２６年) ５月１日発行 第７６号５面 【告知】

金
属
加
工
機
械
の
仕
上
げ
メ
ー
カ
ー
㈲

ゴ
ト
ウ
精
機
（
新
田
）
が
私
募
債
を
利
用

し
た
埴
生
小
学
校
へ
の
寄
付
を
行
う
。
こ

れ
は
八
十
二
長
野
銀
行
が
企
業
の
地
域
貢

献
を
応
援
す
る
「
地
方
創
生
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

応
援
私
募
債
」
を
利
用
し
た
も
の
。
私
募

債
手
数
料
の
割
引
相
当
額
（
６
万
円
）
を

埴
生
小
学
校
へ
寄
付
す
る
。

４
月
15
日
に
同
行
屋
代
支
店
の
徳
永
支

店
長
ら
が
事
務
所
を
訪
れ
、
記
念
の
盾
を

手
渡
し
た
。
ゴ
ト
ウ
精
機
は
平
成
２
年
３

月
に
設
立
。
表
面
加
工
や
鋳
物
部
品
の
バ

リ
取
り
な
ど
に
強
み
を
持
ち
、
主
に
㈱
森

川
産
業
の
金
属
加
工
物
の
仕
上
げ
処
理
を

行
っ
て
い
る
。
後
藤
昌
貴
社
長
も
埴
生
小

学
校
の
卒
業
生
で
「
こ
れ
か
ら
も
地
元
の

人
を
中
心
に
雇
用
し
て
い
き
た
い
。
埴
生

小
の
子
ど
も
た
ち
も
将
来
う
ち
で
働
い
て

も
ら
え
た
ら
」
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
。

『ちくま未来新聞』に新たに
シンボルマークが誕生しました

千
曲
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

高
齢
者
の
集
い
の
場
「
ひ
ろ
ば
ベ
イ
シ
ア
」
初
開
催

４
月
22
日
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域

で
集
う
居
場
所
と
な
る
お
茶
の
み
サ
ロ
ン

を
ベ
イ
シ
ア
更
埴
店
で
初
め
て
開
催
し

た
。
同
店
の
協
力
を
得
て
南
口
入
口
付
近

に
「
ひ
ろ
ば
ベ
イ
シ
ア
」
と
し
て
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
た
。
こ
の
試
み
は
千
曲
市
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
し
て
催
さ
れ
、

埴
生
地
区
あ
け
ぼ
の
会
、
千
曲
市
社
会
福

祉
協
議
会
埴
生
支
部
の
協
力
で
行
う
も

の
。
来
店
し
た
高
齢
者
に
自
由
に
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
て
話
を
聞
い
た
り
、

買
い
物
で
不
便
な
こ
と
が
あ
れ
ば
荷
物
運

び
な
ど
を
手
伝
う
と
し
て
い
る
。

初
回
と
い
う
こ
と
も
あ
り
最
初
の
う
ち

は
な
か
な
か
立
ち
寄
る
客
は
い
な
か
っ
た

が
、
次
第
に
高
齢
者
が
訪
れ
ス
タ
ッ
フ
と

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
会
話
を
楽
し
ん
だ
。

今
後
は
健
康
体
操
な
ど
も
実
施
す
る
と

い
い
、
同
店
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
予

定
だ
。
孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
の
「
居
場

所
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
で
安
否
確
認

や
健
康
増
進
、
人
と
触
れ
合
う
つ
な
が
り

の
場
と
し
て
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

㈲
ゴ
ト
ウ
精
機
が
埴
生
小
学
校
に
寄
付
へ

八
十
二
長
野
銀
行
地
方
創
生
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
応
援
私
募
債

（右）有限会社ゴトウ精機
（左・中央）後藤昌貴社長

千
曲
市
内
で
令
和
５
年
９
月
か
ら
実
証

運
行
を
行
っ
て
き
た
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
が
、
期
間
終
了
後
も
運
行
を

継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
記
念

し
、
４
月
20
日
に
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
で
運
行
事
業
者
と
小
川
市
長

ら
が
出
席
し
出
発
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

千
曲
市
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

は
旧
更
埴
市
の
「
稲
荷
山
・
八
幡
エ
リ

ア
」
は
更
埴
観
光
タ
ク
シ
ー
、
「
更
級
エ

リ
ア
」
を
畑
山
ハ
イ
ヤ
ー
、
「
上
山
田
エ

リ
ア
」
で
は
シ
ン
リ
ク
観
光
が
運
行
す
る

も
の
（
１
日
７
便
）
。
乗
車
し
た
い
バ
ス

停
と
時
間
帯
（
ダ
イ
ヤ
）
を
事
前
に
電
話

連
絡
し
て
利
用
す
る
。
１
回
３
０
０
円
だ

が
利
用
者
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

出
発
式
に
は
運
行
し
て
い
る
３
つ
の
事

業
者
の
タ
ク
シ
ー
も
登
場
。
３
台
の
車
の

前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

市
総
合
政
策
課
に
よ
る
と
実
証
運
行
中

の
令
和
７
年
度
は
の
べ
２
３
０
０
人
の
利

用
者
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
期
間
中
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
本
数
の

増
便
や
停
留
所
の
増
設
、
市
内
循
環
バ
ス

と
の
連
携
な
ど
も
反
映
さ
せ
た
。
３
年
後

を
め
ど
に
再
び
見
直
し
を
行
う
方
針
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
出
発
式

３
事
業
者
が
地
区
ご
と
に
運
行

■
第
４
面
「
坂
城
町
の
令
和
８
年
度
予

算
」
の
記
事
で
小
中
学
校
の
照
明
に
つ

い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）
令
和
９
年
度
か
ら
、
１
０
年
間

の
リ
ー
ス
契
約

（
正
）
令
和
８
年
８
月
か
ら
１
０
年
間

の
リ
ー
ス
契
約

４
月
号
の
お
詫
び
と
訂
正

運行事業者３社と小川市長
によるテープカット

運行事業者３社の代表

２０２０年の創刊から７年目の年度を迎え『ちくま未来新聞』は新たなスタートを切ります。新しい発
行元となる「ちくま未来新聞社」では新聞のシンボルマークを作成しました。今月号から第１面のタイト
ル欄に採用しています。このシンボルマークのデザインには以下のような意味を込めています。

併せて新聞の題字もリニューアルいたします。背景のオ
レンジ色（アプリコットカラー） を省いて無地に千曲川
ブルーの配色となります。創刊以来３代目の題字ですが、
変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

ちくま未来新聞社
シンボルマーク

広告協賛へ協力のお願い

創刊号〜
５２号

７６号〜

５３号〜
７５号

ちくま未来新聞は皆様からの広告料で発行している市民新聞です。これまでも皆様のご理解とご協
力で継続して参りましたが、今般の諸物価の値上がり、材料費の高騰などで発行形態の維持が厳しく
なってきております。千曲市・坂城町の皆様に身近な情報を幅広くご愛読いただくためにも広告協賛
へのご協力を重ねてお願い申し上げます。価格は5000円から承っておりますのでお気軽にお問い合わ
せください。【お問い合わせ】ＴＥＬ090-6176-1490 ／ メール shinbun＠ckm-mirai.org

デザインの構成

ひろばベイシア（ベイシア更埴店南口）

〒387-0012
千曲市桜堂 521
ちくま未来新聞編集部
TEL＆mail 090-6176-1490
shinbun＠ ckm-mirai.org

ちくま未来新聞では新聞づくりを
お手伝いしていただけるスタッフ
を募集しております 取材・写真
撮影・画像編集・新聞配布など新
聞づくりにご興味のある方は左記
連絡先までお気軽にお問い合わせ
ください（基本的に案件ごとでの
委託となります／詳細応相談）

５月放送の「千曲☆あの店
・この店」でちくま未来新聞
が取り上げられます（月〜
水／１日４回放送）



令和８年(２０２６年) ５月１日発行 第７６号６面 【教育・学校】

埴
生
小
学
校
・
梅
田
久
仁
校
長

生
ま
れ
は
岐
阜
県
の
関
市
。
信
州
大
学

教
育
学
部
及
び
同
大
学
院
で
学
ん
だ
。
初

め
て
長
野
に
来
た
時
に
信
州
の
風
景
に
強

く
魅
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
大
学
で
は
美
術

を
専
攻
し
て
い
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
志
望
だ
っ

た
が
、
大
学
院
で
国
内
の
図
工
・
美
術
教

育
で
著
名
な
教
授
に
師
事
し
た
こ
と
で
最

先
端
の
情
報
に
触
れ
「
自
分
も
こ
れ
か
ら

の
図
工
・
美
術
の
発
展
の
た
め
に
何
か
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
教
職
を
目
指
す

こ
と
に
。
教
師
と
し
て
は
南
条
小
に
６
年

間
赴
任
し
た
ほ
か
、
戸
倉
小
に
は
担
任
で

７
年
間
勤
務
し
た
。
教
員
生
活
で
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
が
戸
倉
小
時
代
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
か
つ
て
交
流
の

あ
っ
た
同
名
の
宮
城
県
南
三
陸
町
の
戸
倉

小
学
校
が
被
害
を
受
け
た
た
め
、
児
童
会

で
交
流
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
翌
年
そ
れ
ま
で
担
当
し
て
い
た

大
滝
教
諭
（
現
在
は
五
加
小
校
長
）
か
ら

引
き
継
い
で
南
三
陸
町
に
寄
せ
書
き
を

贈
っ
た
り
、
同
校
の
児
童
と
直
接
交
流
が

出
来
た
事
が
印
象
深
い
と
話
す
。

千曲市内転任・新任校長先生の紹介（第１回）

４月1日より県内18の特別支援学校のうち14校が「支援学校」
に校名が変更された。これに伴い長野県稲荷山養護学校も校名が
「稲荷山支援学校」となった。これは児童生徒の自立や社会参加
に向けた取り組みを支援するという特別支援教育の基本的な考え
方の一層の理解促進を図る事を目的としたもの。地域による特別
支援教育を推進す
るセンター的機能
を有する学校であ
ることをより明確
にする（稲荷山支
援学校の電話番号
は従来のまま）。

『稲荷山支援学校』に校名を変更

上
山
田
小
学
校
・
櫻
田
智
也
校
長

八
幡
の
出
身
。
前
任
は
屋
代
南
高
校
で

教
頭
を
務
め
て
い
た
。
過
去
に
は
オ
ラ
ン

ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
日
本
人
学
校
へ
の

勤
務
経
験
も
あ
る
。
千
曲
市
内
の
学
校
で

は
戸
倉
上
山
田
中
学
校
に
３
度
の
勤
務
経

験
が
あ
り
、
新
校
舎
の
建
て
替
え
の
際
に

は
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
教
鞭
を
執
り
、
上
山

田
文
化
会
館
で
の
卒
業
式
も
経
験
し
た
。

そ
の
後
、
新
校
舎
に
な
っ
て
か
ら
教
頭
と

し
て
赴
任
し
た
た
め
「
嬉
し
か
っ
た
の
は

旧
校
舎
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
、
新
校
舎
の
す

べ
て
を
経
験
で
き
た
こ
と
」
と
振
り
返

る
。
上
山
田
小
学
校
の
印
象
は
手
作
り
の

藁
馬
が
寄
贈
さ
れ
て
い
た
り
「
地
域
の
方

わ
らに

本
当
に
愛
さ
れ
て
い
る
学
校
と
強
く
感

じ
る
」
と
い
う
。
地
域
の
青
パ
ト
隊
の
皆

さ
ん
の
写
真
が
校
内
に
多
数
掲
示
さ
れ
て

い
る
の
に
驚
い
た
と
話
す
。
こ
れ
ま
で
の

教
員
生
活
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
の
学
校
づ
く
り
」
。

「
上
山
田
小
の
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
素

直
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
と
地
域
で
一
緒
に

育
て
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

梅
田
久
仁
校
長

櫻
田
智
也
校
長

詳細は左記
二次元コード
を参照下さい

千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ

ちくま未来新聞は
千曲坂城クラブを
応援しています

３
月
25
日
、
千
曲
市
役
所
３
階
会
議

室
で
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
の
令
和
７
年
度

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
千
曲
市
と
坂
城

町
で
は
県
内
で
も
い
ち
早
く
令
和
５
年

３
月
に
５
つ
の
中
学
校
の
部
活
動
を

「
学
校
の
活
動
」
か
ら
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
や
文
化
芸
術
団
体
が
行
う
「
地

域
の
活
動
」
に
移
行
す
る
た
め
「
千
曲

坂
城
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
て
い
る
。
昨

年
度
ま
で
に
18
の
専
門
部
が
誕
生
し
、

土
曜
日
・
日
曜
日
を
中
心
に
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
令
和
８
年
度
か
ら
中

学
校
の
部
活
動
は
廃
止
と
な
り
、
平
日

も
含
め
た
全
面
展
開
に
移
行
す
る
。

総
会
で
は
令
和
７
年
度
の
活
動
と
会

計
見
込
み
が
報
告
。
令
和
８
年
度
の
ク

ラ
ブ
役
員
案
と
活
動
計
画
案
、
予
算
案

が
承
認
さ
れ
た
（
会
計
報
告
は
５
月
に

行
わ
れ
る
運
営
委
員
会
で
採
決
さ
れ

る
）
。
な
お
、
８
年
度
予
算
の
う
ち
大

会
出
場
補
助
金
は
完
全
移
行
に
伴
い
学

校
側
か
ら
は
出
な
く
な
る
た
め
、
千
曲

坂
城
ク
ラ
ブ
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
な

る
。
出
席
者
か
ら
は
活
動
場
所
へ
の
移

動
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
ほ
か

「
授
業
が
終
わ
る
と
校
外
に
出
る
よ
う

に
言
わ
れ
る
」
な
ど
現
状
で
抱
え
て
い

る
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
た
。

総
会
に
続
き
講
演
会
兼
指
導
者
研
修

会
が
行
わ
れ
、
日
本
体
育
大
学
陸
上
競

技
部
で
監
督
を
務
め
る
玉
城
良
二
さ
ん

が
「
指
導
者
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
現

在
玉
城
さ
ん
は
母
校
で
あ
る
駅
伝
の
名

門
・
日
体
大
陸
上
部
の
再
建
を
託
さ
れ

て
い
る
。
自
身
が
教
員
採
用
試
験
に
３

度
落
ち
た
こ
と
に
触
れ
「
成
功
体
験
と

失
敗
体
験
、
ど
ち
ら
か
片
方
だ
け
で
は

子
ど
も
た
ち
の
人
間
的
成
長
は
な
い
」

と
唱
え
「
勝
敗
も
成
長
の
糧
。
勝
っ
て

も
負
け
て
も
そ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
か
が

重
要
」
と
訴
え
か
け
た
。
千
曲
坂
城
ク

ラ
ブ
陸
上
専
門
部
の
生
徒
も
玉
城
さ
ん

の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

令
和
７
年
度
総
会

＆
講
演
会

子
ど
も
た
ち
の
防
犯
意
識
を
向
上
し
、
規
範
意
識
の
醸
成
を

図
る
「
わ
が
家
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
」
の
令
和
８
年
度

委
嘱
式
が
今
年
の
対
象
校
の
上
山
田
小
学
校
で
行
わ
れ
た
。
４

月
21
日
、
千
曲
警
察
署
の
署
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
補
導

員
が
６
年
１
組
の
教
室
を
訪
問
、
袖
山
廣
雄
会
長
が
物
事
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
て
考
え
る
力
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
た
。
千
曲
署
の
木
下
生
活
安
全
課
長
は
児
童
た
ち
に
「
社
会

の
ル
ー
ル
」
「
交
通
ル
ー
ル
」

を
守
る
な
ど
４
つ
の
お
願
い
を

伝
え
た
。
委
嘱
状
が
ク
ラ
ス
の

代
表
に
手
渡
さ
れ
た
後
、
全
員

に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
証

が
配
ら
れ
た
。
ク
ラ
ス
を
代
表

し
て
宮
原
宏
菜
さ
ん
が
「
普
段

か
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
社
会
で

起
き
て
い
る
こ
と
に
関
心
を
持

ち
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

わ
が
家
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
委
嘱
式

上
山
田
小
６
年
生
が
地
域
防
犯
に
取
り
組
む

総会の様子
（３月25日 千曲市役所）

講演した玉城良二さんは
長野市の出身・現役時代は
箱根駅伝に出場 引退後に
諏訪実高や長野東高で指導

税抜価格

shinbun@ckm-mirai.org
090-6176-1490
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24
・
内
湯
送
湯
の
開
始

戸
倉
上
山
田
温
泉
の
旅
館
に
当

初
浴
室
は
無
く
、
宿
泊
客
は
「
戸

倉
温
泉
」
「
か
め
乃
湯
」
ま
た
は

１
９
１
９
年
７
月
落
成
し
た
「
上

山
田
温
泉
第
２
号
浴
室
」
を
利
用

し
て
い
た
。

１
９
２
１
年
、
戸
倉
温
泉
の
国

楽
館
と
笹
屋
の
２
軒
に
内
湯
が
で

き
た
が
上
山
田
温
泉
で
は
１
９
２

２
年
、
牡
丹
屋
・
ね
づ
み
や
・
荻

原
館
・
三
好
屋
・
へ
う
た
ん
や
・

更
級
館
・
亀
屋
・
有
田
屋
・
佐
久

屋
・
上
山
田
ホ
テ
ル
・
舞
鶴
館
の

11
軒
に
送
湯
が
開
始
さ
れ
た
。

１
９
２
６
年
に
昭
和
に
変
わ
る

と
次
第
に
東
京
の
お
客
様
が
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。
自
炊
も
行
わ
れ

て
い
た
。
食
事
は
お
伺
い
式
と

い
っ
て
そ
の
都
度
好
み
の
品
を
注

文
し
た
も
の
だ
っ
た
。
昭
和
10
年

（
１
９
３
５
）
頃
ま
で
は
保
養
の

温
泉･

湯
治
の
温
泉
で
あ
っ
た
。

今
で
は
旅
館
に
温
泉
浴
室
が
あ

る
の
は
当
た
り
前
。
最
近
は
温
泉

露
天
風
呂
付
き
客
室
も
あ
る
が
、

当
初
は
旅
館
に
泊
ま
り
共
同
浴
場

に
出
か
け
る
こ
と
が
当
た
り
前

だ
っ
た
。

昨
今
は
城
崎
温
泉
や
道
後
温
泉

な
ど
の
よ
う
に
、
宿
を
出
て
町
中

を
散
策
し
共
同
浴
場
巡
り
を
す
る

よ
う
な
温
泉
の
人
気
が
再
燃
し
て

い
る
よ
う
だ
。

現
在
、
戸
倉
上
山
田
温
泉
も
ま

ち
づ
く
り
推
進
会
議
で
温
泉
街
を

散
策
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
模
索

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
連
載
も
今
回
第
24
回
と
な

り
、
こ
こ
で
一
旦
お
休
み
を
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

温
泉
で
こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
た

い
と
い
う
よ
う
な
話
題
が
あ
り
ま

し
た
ら
編
集
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
あ
る
程
度
ま
と
ま
り
ま
し

た
ら
ま
た
そ
れ
に
基
づ
き
記
事
を

書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
上
山
田
温
泉
物
語
」

最
終
回

（
上
）
か
め
乃
湯
（
下
右
）
か
め
乃
湯

２
号
浴
室
（
下
左
）
内
湯
浴
室

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ
の

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
は
県
内
77

市
町
村
全
て
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
贈

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
お
り
、
坂
城

町
で
は
油
圧
機
器
メ
ー
カ
ー
・
カ
ヤ
バ
㈱

の
協
力
で
坂
城
中
学
校
へ
の
寄
贈
が
実
現

し
た
。
４
月
17
日
に
関
係
者
ら
が
町
役
場

を
訪
れ
て
寄
贈
式
が
行
わ
れ
た
。

今
回
贈
ら
れ
た
ボ
ー
ル
は
女
子
用
の
６

号
球
が
10
球
、
男
子
用
の
７
号
球
が
10
球

の
合
計
20
球
。
贈
呈
を
行
っ
た
カ
ヤ
バ
の

吉
田
説
与
長
野
工
場
長
は
自
身
も
バ
ス
ケ

経
験
者
で
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
身
長

に
関
係
な
く
小
さ
い
選
手
で
も
大
き
い
選

手
に
対
抗
で
き
る
の
が
魅
力
。
坂
城
の
子

ど
も
た
ち
に
も
バ
ス
ケ
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
た
。
カ
ヤ
バ
で
は
今
年

９
月
に
始
ま
る
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
に
参
加

す
る
信
州
Ｂ
Ｗ
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
50
枚
も

坂
城
中
学
校
に
贈
呈
す
る
予
定
。

寄贈式の様子
（４月17日 坂城町役場）

上
山
田
温
泉
の
清
風
園
で
４
月
17
日
、
公
益
財
団

法
人
・
村
石
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
助
成
金
交
付
者

の
認
定
式
が
開
催
さ
れ
た
。
同
財
団
で
は
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
選
手
・
指
導
者
育
成
事
業
へ
の
助
成
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
べ
２
７
０
の
団
体
・
個

人
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
は
助
成
金

に
過
去
最
多
の
70
件
の
申
請
が
あ
り
、
28
の
団
体
と

35
名
の
個
人
が
認
定
を
受
け
た
。
先
日
開
催
さ
れ
た

ミ
ラ
ノ
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
五
輪
の
女
子
チ
ー
ム
パ

シ
ュ
ー
ト
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
・
野
明
花
菜
さ
ん
を
は
じ

の
あ
け　

は
な

め
、
五
輪
や
世
界
選
手
権
で
活
躍
し
た
選
手
も
交
付

者
と
な
っ
て
い
る
。
式
に
は
認
定
を
受
け
た
個
人
や

代
理
、
団
体
の
代
表
ら
が
出
席
し
た
。
個
人
認
定
者

の
代
表
で
ミ
ラ
ノ
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
代
表
の
新

津
和
良
さ
ん
は
代
表

挨
拶
で
感
謝
と
と
も

に
「
頂
い
た
助
成
金

を
無
駄
に
せ
ず
良
い

結
果
を
報
告
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

江
戸
期
に
発
展
し
た
日
本
独
自
の
数
学

『
和
算
』
で
功
績
を
残
し
た
市
川
佐
五
左

衛
門
信
任
の
貴
重
な
資
料
が
坂
城
町
に
寄

の
ぶ
と
う

託
さ
れ
た
。
こ
れ
は
市
川
家
で
保
管
さ
れ

て
い
た
68
点
の
文
書
な
ど
で
、
４
月
３
日

に
子
孫
の
13
代
目
・
市
川
信
彦
さ
ん
、
弟

の
信
通
さ
ん
ら
が
町
役
場
を
訪
れ
て
内
容

の
詳
細
を
説
明
し
た
。

市
川
佐
五
左
衛
門
信
任
は
文
政
年
間
の

の
ぶ
と
う

生
ま
れ
で
村
役
人
を
務
め
た
人
物
。
和
算

で
の
高
い
才
能
を
認
め
ら
れ
、
16
年
前
に

市
川
家
か
ら
寄
託
さ
れ
た
和
算
資
料
は
坂

木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。
今
回
は
新
た
に
和
算
の
問
題
集
な
ど

が
寄
託
さ
れ
た
ほ
か
、
市
川
家
が
関
わ
っ

た
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
等
の
文
書
、
約
１

２
０
０
点
も
町
に
贈
ら
れ
た
。
そ
の
中
に

は
文
化
年
間
に
検
地
が
行
わ
れ
た
際
の
巨

大
な
地
図
（
絵
図
）
６
枚
も
含
ま
れ
て
お

り
、
町
で
は
複
製
を
作
成
し
た
。
今
後
は

和
算
史
料
と
併
せ
て
一
般
に
公
開
し
た
い

考
え
だ
と
い
う
。

和算の問題集（写本）

【神社ｄｅマルシェ】 坂城神社境内
いよいよ今年初の神社deマルシェを５月17日

（第３日曜日）に開催いたします。キッチンカーや
販売コーナー、体験コーナーに加え、昨年度に続き
８８４さんによるミニライブも予定しております。
パワースポットのご神木もぜひご覧下さい。
【日時】５月１７日（日）１０時∼１４時
主催：神社ｄｅマルシェ実行委員会（佐久間・内
山）℡0268-75-7669 後援：延喜式内 坂城神社

みみより情報
ちくま未来新聞では新たに（一社）ちくま未来戦略研究機構の活動趣旨

に沿った内容に限定して、イベントや募集などの案内について掲載する
「みみより情報」のコーナーを開始しました（有料）。告知したいイベン
トや、お知らせなどがありましたら、お気軽にお問い合わせください。
〔お問い合わせ〕FAX 026-214-7905 ﾒｰﾙ sinbun@ckm-mirai.org
〔料金〕１行／１６文字につき５００円・税込（※長文は応相談）

村
石
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

助
成
金
交
付
団
体
及
び

個
人
認
定
式
（
清
風
園
）

千曲川クリーンキャンペーン

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
と
カ
ヤ
バ
株
式
会
社

坂
城
中
学
校
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
寄
贈

４月19日、坂城ライオンズクラブと坂城町は恒
例の千曲川河川敷での清掃活動「千曲川クリーン
キャンペーン」を実施した。早朝から多くの町民
らも参加して埴科用水頭首工付近や大望橋右岸、

鼠マレットゴルフ場
の３カ所でペットボ
トルや発泡スチロー
ル、不法投棄された
家電等を回収した。
今年も坂城高校から
30人ほどの生徒が清
掃活動に参加した。

『
和
算
』
の
貴
重
な
資
料
・
坂
城
町
に
寄
託

左から２人目・市川信彦さん
中央・市川信通さん、その右・
信通さん次男・通寅（みちふさ）さん
（坂城町役場 ４月３日）

３月１日に東御市で行われた「春の北信越
ドッジボールオープン大会ｉｎNagano」
（北信越地区から20チーム出場）に坂城町
の村上ドッジＡ（エース）が出場。決勝トー
ナメントまで勝ち上がりベスト４に輝いた。
４月22日には選手４人が町役場に報告に

訪れ、山村町長から激励金が手渡された。

村上ドッジＡ（エース）が北信越大会でベスト４ドッジ
ボール
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お
今
年
は
例
年
よ
り
桜
の
開
花
が
早
く
、
あ
ん
ず
の
満
開
シ
ー
ズ

ン
に
続
い
て
、
各
地
で
４
月
上
旬
に
は
見
ご
ろ
を
迎
え
た
。
戸
倉

宿
サ
ク
ラ
ケ
ア
パ
ー
ク
や
観
龍
寺
、
更
埴
中
央
公
園
な
ど
市
内
の

桜
の
名
所
ス
ポ
ッ
ト
に
は
多
く
の
人
が
お
花
見
に
訪
れ
た
。
上
山

田
温
泉
街
の
上
山
田
中
央
公
園
で
は
４
月
４
日
と
５
日
に
恒
例
の

「
お
は
な
み
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
11
時
半
か
ら
15
時
ま
で

お
か
み
の
会
が
出
店
し
、
豚

汁
や
み
そ
お
で
ん
、
焼
き
そ

ば
、
お
や
き
な
ど
を
販
売
し

た
。
公
園
内
に
は
多
く
の
家

族
連
れ
な
ど
が
満
開
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
下
で
お
花
見
と

食
事
を
楽
し
ん
で
い
た
。

桜
満
開
の
上
山
田
中
央
公
園

お
は
な
み
会

戸
倉
の
今
井
町
公
民
館
で
は
公

園
の
桜
の
木
が
枯
れ
て
き
た
た

め
、
樹
木
医
や
住
民
の
協
力
を
得

て
復
活
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
き
っ
か
け
は
今
井
町
区

長
の
湯
原
正
也
さ
ん
が
昨
年
冬
に

桜
の
枝
が
折
れ
落
下
し
て
い
て
危

険
だ
と
気
付
き
、
樹
木
医
の
田
村

宏
平
さ
ん
に
相
談
し
た
こ
と
か
ら

だ
と
い
う
。
桜
の
樹
勢
が
衰
え
て

い
る
と
わ
か
り
、
湯
原
さ
ん
は

「
市
か
ら
は
木
を
伐
採
す
る
場
合

の
補
助
金
は
あ
る
が
、
地
域
に
愛

さ
れ
て
き
た
桜
な
の
で
何
と
か
蘇

ら
せ
た
い
」
と
田
村
さ
ん
や
館
長

ら
と
相
談
し
て
復
活
の
た
め
に
必

要
な
消
し
炭
や
腐
葉
土
、
モ
ミ
殻

な
ど
の
資
材
を
準
備
し
た
。
一
方

区
民
に
も
栄
養
と
な
る
卵
の
殻
の

提
供
を
求
め
約
40
ｋ
ｇ
が
集
ま
っ

た
。
そ
の
後
田
村
さ
ん
の
協
力
で

周
囲
を
掘
り
返
し
て
配
合
し
た
資

材
や
石
な
ど
を
敷
き
、
根
元
を
藁

で
覆
っ
た
【
写
真
上
】
。
顕
著
な

効
果
が
出
て
く
る
の
は
来
年
以
降

と
の
こ
と
だ
が
、
早
速
今
年
の
４

月
に
は
回
復
の
兆
候
が
表
れ
て
お

り
一
部
の
桜
は
満
開
と
な
っ
た
。

４
月
18
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
が
千
曲
市
内
の
峠
道
を
疾
走
す
る
恒
例
の
モ
ー

タ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
上
山
田
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
２
０
２
６
」
が
開

催
さ
れ
た
。
主
催
す
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
代
表
の
中
島
聡
尚
さ
ん

（
雨
宮
出
身
）
は
「
上
り
は
50
箇
所
く
ら
い
の
カ
ー
ブ
が
あ

り
、
こ
ん
な
峠
道
は
国
内
に
も
な
い
。
こ
の
道
は
財
産
だ
と

思
う
」
と
話
す
。
以
前
の
発
着
地
点
は
市
総
合
観
光
会
館
駐

車
場
だ
っ
た
が
、
今
年
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は
昨
年
と
同
じ
く

戸
倉
の
白
鳥
園
広
場
。
荒
砥
城
ま
で
の
峠
道
で
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
35
台
も
の
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が
腕
を
競
っ
た
。

戸
倉
の
入
浴
施
設
「
白
鳥
園
」
の
指
定
管
理
者
が
令
和
８

年
度
よ
り
長
野
市
の
互
恵
株
式
会
社
に
変
更
と
な
っ
た
。
館

内
の
改
装
の
た
め
一
時
休
止
し
て
い
た
が
、
４
月
11
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。
11
日
と
12
日
は
オ
ー
プ

ン
記
念
と
し
て
名
物
の
焼
き
鳥
が
特
別
価
格
で
販
売
さ
れ
た

ほ
か
、
旬
の
野
菜
の
特
売
場
も
設
け
ら
れ
た
。
互
恵
㈱
に
よ

る
と
休
憩
室
の
畳
と
一
緒
に
家

具
も
新
調
【
写
真
】
。
ロ
ビ
ー

に
は
親
子
３
世
代
で
楽
し
め
る

レ
ト
ロ
な
遊
具
な
ど
も
用
意
さ

れ
た
。
な
お
、
７
月
に
は
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
張
り
替
え
も
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
入
浴
料

金
が
改
定
と
な
る
。

４
月
18
日
と
19
日
、
坂
井
銘
醸
（
ラ
ウ

ム
戸
倉
宿
）
で
春
の
酒
蔵
市
が
開
催
。

歴
史
の
あ
る
酒
蔵
に
日
本
酒
を
は
じ
め

と
す
る
酒
類
や
手
打
ち
そ
ば
の
ほ
か
、

市
内
外
か
ら
の
地
場
産
品
販
売
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
が
出
店
。
ク
ラ
フ
ト
雑
貨
の

展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
様
々
な
催
し
が
行

わ
れ
た
【
写
真
上
】
。
会
場
に
は
人
力

車
も
登
場
し
て
周
辺
を
回
っ
た
。

18
日
に
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
子
ど
も
の
た

め
の
バ
ル
ト
ー
ク
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
関
連
事
業
」
と
し
て
昭
和
蔵
で

「
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｙ

Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
２

ハ

ン

ガ

リ

ー

デ

ー

６
ｉ
ｎ
千
曲
」
を
開
催
。
ピ
ア
ニ
ス
ト

金
子
三
勇
士
さ
ん
と
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー

み
ゅ
う
じ

臨
時
大
使
の
コ
バ
ー
チ
・
エ
メ
シ
ェ
さ

ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
独
特
な
文
化
や
料
理
が
紹
介
さ

れ
、
場
内
で
刺
繍
や
ワ
イ
ン
な
ど
が
販

し
し
ゅ
う

売
さ
れ
た
。
金
子
さ
ん
は
子
ど
も
向
け

の
音
楽
教
室
を
行
っ
た
ほ
か
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
蔵
の
中
央
で
３

６
０
度
囲
ん
だ
満
員
の
観
客
を
前
に
リ

ス
ト
の
「
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
」
な
ど
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
演
奏
し
た
。

【写真下】金子三勇士さん
金子さんがエグゼクティブプロデュー
サーの「ハンガリー子どものための
バルトーク国際ピアノコンクール」は
今年１１月にブダペストで開催の予定

佐
良
志
奈
神
社

八
王
子
山
の
か
た
く
り
祭
開
催

上
山
田
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
２
０
２
６

今
井
町
公
民
館

住
民
の
手
で
桜
を
復
活
へ

湯
の
さ
と
ち
く
ま
白
鳥
園

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

金
子
三
勇
士
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

春
の
酒
蔵
市

ラ
ウ
ム
戸
倉
宿
２
０
２
６

（
右
）
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
代
表

中
島
聡
尚
さ
ん
は

パ
リ
・
ダ
カ
ー
ル
ラ

リ
ー
の
元
ド
ラ
イ
バ
ー

国
内
外
の
名
車
が
大
集
合
！

復
活
の
兆
し
が
見
え
る
桜
の
樹

（
再
生
の
見
込
み
の
な
い
数
本

の
桜
は
植
え
替
え
ら
れ
た
）

090-6176-1490 メール shinbun@ckm-mirai.org

３
月
29
日
に
若
宮
の
佐
良
志
奈
神
社
境
内
で
第
28
回
か
た

く
り
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
か
た
く
り
の
花
は
既
に
６
分
咲
き

程
に
な
っ
て
お
り
、
訪
れ
た
多
く
の
見
物
客
が
可
憐
な
花
を

観
賞
し
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
た
。
八
王
子
山
の
か
た
く
り
の

保
護
活
動
を
し
て
い
る
み
ど
り
の
サ
ポ
ー
ト
隊
は
花
の
特
徴

な
ど
を
説
明
し
案
内
を
行
っ
た
。
か
た
く
り
は
種
で

増
え
る
植
物
で
開
花
ま
で
は
８
年
も
か
か
る
と
い
う
。

花
弁
は
通
常
６
枚
だ
が
、
み
ど
り
の
サ
ポ
ー
ト
隊
の

豊
城
耕
一
さ
ん
は
「
昨
年
初
め
て
八
王
子
山
で
八
重

の
か
た
く
り
の
花
を
見
つ
け
た
」
と
語
る
。

当
日
は
地
元
農
産
物
の
直
売
が
人
気
を
集
め
た
ほ

か
、
茶
道
教
室
な
ご
み
会
に
よ
る
抹
茶
と
菓
子
の
お

も
て
な
し
も
催
さ
れ
、
抹
茶
（
香
岳
園
・
鶴
の
森
）

と
和
菓
子
が
振
舞
わ
れ
た
。

お抹茶とお菓子のおもてなし
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老
舗
味
噌
蔵
で
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
来
場
者
を
集
め
た
。
３
月
27
日
と
28

日
の
両
日
、
羽
尾
の
高
村
商
店
の
味
噌
蔵
で
行
わ

れ
た
第
19
回
み
そ
祭
り
で
は
自
家
製
品
な
ど
が
全

品
２
割
引
き
に
。
さ
ら
に
３
０
０
０
円
買
い
上
げ

ご
と
に
抽
選
が
行
わ
れ
、
商
品
券
な
ど
豪
華
景
品

が
当
た
っ
た
。
ま
た
、
来
場
者
に
は
自
社
の
味
噌

を
使
用
し
た
み
そ
汁
も
振
舞
わ
れ
た
。

一
番
人
気
の
企
画
は
年
に
一
度
の
「
味
噌
す
く

い
」
。
大
人
１
２
０
０
円
、
子
ど
も
６
０
０
円
で

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
付
け
た
片
手
で
す
く
っ
た
分
の

味
噌
が
も
ら
え
る
と
い
う
も
の
。
挑
戦
者
は
樽
の

中
の
味
噌
を
慎
重
に
す
く
い
上
げ
、
容
器
の
中
に

入
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
折
角
大
量
に
つ
か
み
な

が
ら
容
器
か
ら
こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
人
も
。
今
年
の

最
高
記
録
は
６
キ
ロ
を
超
え
た
。
子
ど
も
で
も

２
．
４
ｋ
ｇ
の
味
噌
す
く
い
に
成
功
し
た
子
も
い

て
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

ま
た
、
戸
倉
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
・
麻
友
さ
ん
の
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
も
あ
り
会

場
は
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

味噌すくいに
挑戦する来場者
（３月28日）

高
村
商
店
み
そ
祭
り

「
味
噌
す
く
い
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

森
地
区
で
３
月
26
日
か
ら
４
月
５
日

ま
で
第
71
回
あ
ん
ず
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
た
。
初
日
の
26
日
に
は
あ
ん
ず
の
里

観
光
会
館
で
開
始
式
が
行
わ
れ
、
声
楽

家
で
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
山
越
あ
ゆ
み
さ

ん
が
唱
歌
「
花
」
を
熱
唱
。
あ
ん
ず
の

標
本
木
の
開
花
宣
言
も
出
さ
れ
た
。

期
間
中
に
は
上
平
展
望
台
の
横
島
物

産
花
さ
か
村
広
場
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
麻
友
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や

猿
回
し
の
舞
台
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

４
月
４
日
と
５
日
は
屋
代
の
あ
ん
ず
の

里
物
産
館
で
「
あ
ん
ず
の
花
ま
つ
り
」

を
開
催
。
姉
妹
都
市
の
富
山
県
射
水
市

が
、
い
み
ず
サ
ク
ラ
マ
ス
の
寿
司
や
昆

布
締
め
特
産
品
を
販
売
し
た
。

あんずの里物産館 射水市特産品コーナー

第
71
回
あ
ん
ず
ま
つ
り

姉
妹
都
市
・
富
山
県
射
水
市

コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
も
販
売

千曲市を舞台としたTVアニメ
「Turkey！」が「訪れてみたい日本の
アニメ聖地88」に選出されたことを受
け、姨捨の千曲市日本遺産センターで
原画展が開催中（入場無料）。作中に
登場したキャラクターや千曲市の風景
の原画など初公開を含む約60点が展示
されている。期間は５月10日まで。

Turkey！原画展開催中 日本遺産センター

３
月
29
日
か
ら
４
月
28
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
治
田
公

園
桜
祭
り
が
開
催
（
主
催
は
治
田
公
園
桜
祭
り
実
行
委
員

会
と
千
曲
商
工
会
議
所
稲
荷
山
支
部
）
。
期
間
中
は
ぼ
ん

ぼ
り
が
点
灯
さ
れ
た
。
治
田
神
社
と
隣
接
す
る
公
園
内
の

二
つ
の
池
の
周
囲
を
取
り
巻
く
３
０
０
本
ほ
ど
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
や
八
重
桜
が
今
年
も
美
し
く
咲
き
誇
っ
た
。

４
月
11
日
と
12
日
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
ほ
か
商
工
会
議

所
稲
荷
山
支
部
と
い
な
り
や
ま
福
祉
会
も
出
店
。
焼
き
そ

ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
を
販
売
し
た
。
こ
の
日
は
す

で
に
散
り
始
め
て
い
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
強
い
風
に
あ
お

ら
れ
、
桜
吹
雪
が
園
内
を
華
や
か
に
彩
っ
て
い
た
。

治田公園桜祭り
「堂の山復活プロジェクト２０２１」は４月14日、更級保育園の園児

にシイタケの駒打ち体験を行った。年中・年少合わせて30人近い園児た
ちはプロジェクト事務局の大谷公人さんから作業の説明を聞いた後、駒打
ちをする原木を自分たちで選び、小さな腕で抱えて運んだ。メンバーの手
助けでドリルで穴を開けるとシイタケの種菌を穴の中に差し込み、ハン
マーや木づちで打ち込んでいった。駒打ちしたシイタケは収穫できるまで
２年ほどかかるという。慣れない手つきで一生懸命作業を完了させた後
は、メンバーが育ててきて大きく成長したシイタケを収穫した。 掛け声とともに種菌を打ち込んだ

保育園児がシイタケの駒打ち体験（堂の山）

多
く
の
市
民
が
花
見
と

食
事
を
楽
し
ん
だ

上平展望台 花さか村

長野市・立科町など県内醸造所の
ワインやクラフトビールも出店

４
月
19
日
、
八
幡
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
・
イ
ル

フ
ェ
ボ
ー
で
毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
「
ワ
イ

ナ
リ
ー
ｄ
ｅ
“
い
い
天
気
”
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
た
。
イ
ル
フ
ェ
ボ
ー
自
慢
の
「
エ
ト

ワ
ー
ル
シ
ャ
ル
ド
ネ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
」
な

ど
の
ほ
か
、
県
内
各
地
の
ワ
イ
ン
や
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
が
販
売
。
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
で
は

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
パ
ン
工
房
な
ど
も
出
店
し
、

訪
れ
た
人
た
ち
が
飲
食
を
楽
し
ん
だ
。
会
場

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
屋
代
駅
と
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
た
ほ
か
、
棚
田
の
駐
車
場
か

ら
の
タ
ク
シ
ー
で
の
送
迎
も
行
な
わ
れ
た
。

会
場
で
は
豪
華
景
品
が
当
た
る
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
の
ほ
か
、
ソ
ム
リ
エ
醸
造
家
の
ミ
ニ

ワ
イ
ン
講
座
も
実
施
。
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
に
使

わ
れ
る
コ
ル
ク
栓
に
つ
い
て
、
製
作
方
法
な

ど
の
知
識
や
そ
の
特
徴
を
解
説
し
た
。
ま
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
の
お
絵
描
き
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
た
。

イ
ル
フ
ェ
ボ
ー
代
表
取

締
役
の
落
合
良
晴
さ
ん
に
よ
る
と
「
昨
年
は

白
ワ
イ
ン
が
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。

来
場
者
は
春
の
麗
ら
か
な
陽
気
の
下
で
お
好

み
の
ワ
イ
ン
を
買
い
求
め
、
贅
沢
な
時
間
を

満
喫
し
て
い
た
。

イ
ル
フ
ェ
ボ
ー
（
八
幡
）

ワ
イ
ナ
リ
ー
ｄ
ｅ

い
い
天
気
ま
つ
り

「ソムリエ醸造家のミニワイン講座」
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歌
壇

安
曇
於
保
奈

選

あ

ず
み

お

ほ

な

【
秀
逸
】

献
体
を
望
み
し
夫
君
身
罷
り
ぬ
友
に
抱

か
る
る
三
年
の
後

宮
本
律
子

作
者
の
ご
友
人
の
夫
は
、
生
前
に
献

体
の
意
志
を
伝
え
て
お
ら
れ
た
。
夫
が

遺
骨
で
友
人
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
き
た

の
は
三
年
後
で
あ
っ
た
。
下
句
は
、
友

人
ご
夫
婦
へ
の
敬
愛
が
静
か
に
詠
わ
れ

て
お
り
、
優
れ
た
歌
に
な
っ
た
。

【
佳
作
】

七
階
の
病
室
の
空
に
鳶
が
翔
ぶ
と
告
げ

来
し
声
は
癒
ゆ
る
兆
し
か

百
合

作
者
の
お
知
り
合
い
は
、
病
院
の
七

階
の
部
屋
に
入
院
中
。
そ
の
部
屋
の
窓

か
ら
鳶
が
翔
ぶ
の
が
見
え
た
と
、
作
者

に
伝
え
て
き
た
。
そ
の
言
葉
に
、
作
者

は
お
知
り
合
い
が
少
し
恢
復
さ
れ
て
き

た
か
と
安
堵
す
る
。
病
状
に
触
れ
て
は

い
な
い
が
、
そ
う
感
じ
さ
せ
る
表
現
が

抑
制
的
に
用
い
ら
れ
、
味
わ
い
の
あ
る

歌
と
な
っ
た
。

【
入
選
】

補
聴
器
を
初
め
て
つ
け
て
驚
く
は
一
歩

踏
み
出
す
ス
リ
ッ
パ
の
音

宮
坂
岩
子

玄
関
に
高
く
積
ま
れ
た
段
ボ
ー
ル
旅
立

つ
子
ら
の
背
た
く
ま
し
く

せ
な

甘
利
真
澄

家
族
ら
の
あ
ま
た
の
衣
類
裁
ち
縫
い
し

姉
の
手
む
く
み
去
に
し
如
月

い

宮
坂
塘

凍
み
残
る
二
月
の
整
備
で
見
つ
け
た
る

セ
ツ
ブ
ン
草
の
小
苗
に
エ
ー
ル湯

本
孝
一

膝
痛
め
散
歩
か
な
わ
ず
こ
た
つ
番
汗
し

て
帰
る
夫
羨
し
き

と
も

中
村
妙
子

あ
ど
け
な
き
ひ
よ
こ
の
ご
と
き
一
年
生

い
つ
し
か
凛
た
る
卒
業
生

中
村
邦
久

梅
の
木
は
剪
ら
れ
る
こ
と
で
尚
更
に
勢

き

い
増
し
て
実
を
つ
け
る
べ
し

替
佐
梅
蔵

賑
や
か
に
黄
色
い
帽
子
が
列
を
な
し
さ

く
ら
花
浴
み
学
び
舎
に
入
る

小
針
俊
明

花
々
が
人
間
た
ち
を
嘲
笑
っ
て
る
自
戒

に
塞
ぐ
今
年
の
花
見

柳
澤

純

花
山
多
佳
子
の
『
三
本
の
や
ま
ぼ
ふ

し
』
（
２
０
２
４
砂
小
屋
書
房
）
か

ら
。
か
ら
。

庭
に
落
ち
し
焼
夷
弾
に
て
風
呂
沸
か
し

た
る
と
ぞ
森
岡
貞
香
の
母
は

「
悲
の
器
」
の
時
代
は
遥
か
と
な
り
に

け
り
「
苦
の
器
」
な
る
人
の
多
し
も

【
応
募
要
領
】
■
官
製
は
が
き
に
三
首
ま
で

（
二
重
投
稿
は
不
可
）
■
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
付
記
■
締
め
切
り
毎
月
十
日
■
宛

先
〒
３
８
７‐

０
０
１
２

千
曲
市
桜
堂
５

２
１

屋
代
西
沢
書
店
２
階

ち
く
ま
未
来

新
聞

歌
壇
係

「茶葉本来の味わいが楽しめる紅茶
と焼きたてワッフル」――その一文に
惹かれ、今回は母と一緒に紅茶カフェ
「おやつと紅茶 megu.tea」さんを訪
れました。コーヒーが飲めない私に
とって、こうしたお店との出会いは少
し特別に感じられます。
店内には、うさぎなどの動物のぬい

ぐるみや置物が飾られ、ドライフラ
ワーやクッションなどもあちこちに置
かれていて、思わず「かわいい！」と
声に出したくなるような空間が広がっ
ていました。
私たちが注文したのはこだわりのス

トレートティー、プレーンワッフル、
いちごのティーソーダ、そしていちご
のシフォンケーキ。いちごのメニュー
はどちらも期間限定です。紅茶はスリ
ランカ五大産地から選べ、私はヌワラ
エリアをいただきました。爽やかで
清々しい香りと味わいが印象的です。
ワッフルは軽い食感で甘さ控えめ、
あっという間に食べてしまいました。

どのメニューも大満足で、あまりの
おいしさにテイクアウトも注文してし
まったほどです。かわいく落ち着いた
空間で味わう紅茶とワッフルは格別で
した。皆さんもぜひ訪れてみてくださ
い！なお、カフェの利用は予約制なの
で、訪れる際はご注意ください。

Ｚ世代が行く♪ちくま散歩
写真と文

塚田ひかり 屋代出身

おやつと紅茶 megu.tea
千曲市寂蒔1001

千曲市内モニュメント巡り(第９回)

戸倉創造館の入口前には２体の
巨大な石のモニュメントが並んで
いる。南側にある作品のタイトル
は「Ｂｉｒｄ−鳥」。北側にある
のが「メタモルフォーゼ」で、作
者はともに上別府志郎。銘板によ
ると前者は「戸倉町建設業協
会」、後者は「㈱アピックヤマ
ダ」から寄贈されたものである。
今回戸倉公民館に確認したが、正
確な設置年は判明しなかった。

作者の上別府志郎氏は宮崎県小
林市生まれ。金沢美術工芸大学彫
刻科卒。県内では長野市立信更中
学校や駒の里ふれあいセンター
（佐久市）などに彫刻作品を提供
しているほか、南長野運動公園や
野沢温泉村バイアスロン競技場に
あるオリンピックメモリアルモ
ニュメントも手掛けている。

北
国
街
道
最
大
の
難
所
（
横
吹
道
）

上
田
宿
と
鼠
宿
を
分
か
つ
「
岩
鼻
の

険
」
と
と
も
に
急
峻
な
山
肌
が
迫
る
難
所

中
の
難
所
が
「
横
吹
道
（
横
吹
八
丁
）
」

で
あ
る
。
山
裾
を
千
曲
川
が
流
れ
て
い
た

た
め
、
坂
木
宿
～
戸
倉
宿
間
は
崖
の
中
腹

の
岩
だ
ら
け
の
切
り
通
し
を
歩
か
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
大
宮
か
ら
苅
屋
原
榎
並
木

ま
で
の
区
間
は
そ
の
名
の
示
す
通
り
、
強

い
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
危
険
な
場
所
だ
っ
た

と
い
う
。
中
世
ま
で
は
極
め
て
細
い
山
道

だ
っ
た
が
、
慶
長
16
年
（
１
６
１
１
）
に

道
幅
が
広
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
参
勤
交

代
の
際
に
輿
の
ま
ま
通
行
す
る
の
は
不
可

能
で
、
加
賀
百
万
石
の
大
藩
・
前
田
家
の

殿
様
で
あ
っ
て
も
徒
歩
で
通
っ
て
い
た
。

加
賀
藩
で
は
横
吹
道
を
通
過
す
る
と
、
国

許
に
無
事
を
知
ら
せ
る
飛
脚
を
走
ら
せ
た

と
い
う
逸
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

明
治
９
年
８
月
か
ら
崖
下
の
千
曲
川
沿

い
に
新
た
な
道
を
切
り
拓
く
工
事
が
始
ま

り
、
地
元
住
民
も
協
力
し
て
石
運
び
を

行
っ
た
。
工
事
は
洪
水
等
の
困
難
に
見
舞

わ
れ
た
が
翌
10
年
１
月
に
完
成
。
前
述
し

た
明
治
天
皇
行
幸
の
際
に
も
使
わ
れ
た
。

新
道
開
通
に
よ
り
通
る
人
の
無
く
な
っ
た

山
中
の
古
道
は
廃
れ
、
登
り
道
な
ど
一
部

の
み
が
姿
を
留
め
て
い
る
。
（
続
く
）

北
国
街
道

歴
史
こ
ぼ
れ
話
（
第
８
回
）

横
吹
道
（
横
吹
八
丁
）
跡（右）「メタモルフォーゼ」

（左）「Ｂｉｒｄ－鳥」
作者︓上別府志郎

【Vol.７】
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選
者

宇
沢
伊
十

う
ま
い
物
食
べ
て
寿
命
を
縮
め
て
る依

子

あ
れ
も
無
い
こ
れ
も
欲
し
い
が
ひ
と
呼
吸

恵
美
子

下
の
句
を
決
め
て
ビ
ー
ル
の
栓
を
抜
く純

我
が
ま
ま
と
我
慢
セ
ッ
ト
で
丁
度
か
なと

し
を

こ
の
頃
は
生
き
て
る
だ
け
で
税
取
ら
れふじ

子

ミ
ラ
ノ
か
ら
イ
ラ
ン
へ
移
動
世
間
の
目しげ

る

戦
時
中
我
慢
し
な
が
ら
旗
を
振
り

富
士
夫

楽
し
い
川
柳

千
曲
川
柳
会

選
者

青
木
く
美
子
（
り
ん
ど
う
同
人
）

花
冷
や
手
足
遠
く
に
あ
る
よ
う
な

秀
貴

花
疲
れ
店
の
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
て

直
喜

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
や
花
ぐ
も
り紀

佐
子

花
盛
り
む
す
び
ほ
う
ば
る
異
国
人

宮
恵
美

吊
り
橋
を
渡
り
て
花
の
文
殊
堂

久
恵

一
輪
の
白
き
椿
や
古
急
須

か
ほ
る

春
愁
や
子
へ
の
ラ
イ
ン
は
既
読
の
み山

恵
美

城
跡
の
人
影
ま
ば
ら
夕
桜

美
恵
子

真
っ
青
な
空
を
押
し
上
ぐ
花
の
山

奈
美
江

清
明
や
初
登
校
の
高
き
門

み
き
子

清
明
や
畑
柔
ら
か
く
耕
や
せ
り

房
子

目
交
い
の
山
の
目
覚
め
や
雪
解
風

一
子

本
堂
の
瓦
の
波
や
花
の
雲

恵
美
子

バ
イ
オ
リ
ン
の
高
鳴
る
音
色
花
の
冷
え

有
美
子

ち
く
ま
未
来
俳
句

俳
句
で
人
生
に
潤
い
を
、
お
気
軽

に
ご
投
句
下
さ
い
。
■
投
句
先

〒

３
８
７‐

０
０
１
２

千
曲
市
桜
堂

５
２
１

ち
く
ま
未
来
新
聞
「
俳
句

係
」
（
屋
代
西
沢
書
店
２
階
）

「神の庭付き楠木邸」
かみ に わ つ くすのきてい

千曲市出身のアニメ監督、関野関重さんが監督を
務めるＴＶアニメ「神の庭付き楠木邸」が４月から
長野朝日放送で放送中。原作は小説投稿サイト「小
説家になろう」連載中のライトノベルでKADOKAWA
（電撃の新文芸）から12巻まで刊行されている。
生まれつき悪霊を払う力を

持った主人公が田舎で一人暮
らしをするなかで山の神や神
獣などと出会い交流していく
物語だ。シリーズ構成の小林
雄次さんも長野県出身。放送
は毎週土曜深夜1：30∼。
ABEMAなど各種動
画サイトでも配信。

TVアニメ
千曲市出身アニメ
監督の新作がOA

『
庶
民
の
暮
ら
し
と
職
人
史

信
濃
に
見
る
生
活
道
具
と
権
威

主
義
』
笹
本
正
治

著
／
信
濃

毎
日
新
聞
社

刊

県
立
歴
史
館
特
別
館
長
の
笹

本
正
治
さ
ん
に
よ
る
新
刊
。
古

代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
信
州

で
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
営
み
を
、
発
掘
さ

れ
た
農
耕
具
や
日
用
品
な
ど
の
生
活
道
具
、

職
人
に
関
す
る
古
文
書
な
ど
か
ら
読
み
解
く
。

千
曲
市
内
に
も
「
鋳
物
師
屋
」
「
岡
地
（
鍛

冶
）
」
な
ど
職
人
居
住
地
の
痕
跡
が
地
名
に

残
さ
れ
て
い
る
が
「
鋳
物
師
」
を
は
じ
め

「
木
地
師
」
「
陶
工
」
「
硯
切
」
の
４
種
の

き

じ

し

す
ず
り
き
り

職
人
の
章
に
分
け
、
県
内
で
の
伝
播
と
庶
民

の
生
活
様
式
の
変
化
を
紹
介
し
て
い
る
。

価
格
１
９
８
０
円
（
税
込
）

屋
代
西
沢

書
店
ほ
か
全
国
書
店
、
通
販
に
て
発
売
中
。

”サドルとペダルが前後に付いている二人乗り自
転車のことをタンデムという....”７年前、こんな一
節で始まった”自転車のある風景”。
毎回１枚の自転車の写真をとりあげ、その写真に

まつわるエピソードをつづっていくこのエッセイ。
３年ぶりの連載再開にあたり、再びタンデムの写真
からスタートしたいと思う。今回の色褪せた古い写
真は、子供達を乗せたタンデムでサイクリングに出
かけるそんなシーンを切り取った一枚。この日の目
的地である山の上にある動物園を目指し、出発する
直前の家族スナップである。いざ出発すると平地は
快適で、歌を唄ったり、しりとりをしたり楽しみな
がら家族でのサイクリングを満喫。しかし、登り坂
が始まると様子は一変。どこまでも続くキツイ山道
に後方の妻が途中でギブアップしてしまった。ハア
ハア息を切らせながら一人でタンデムを漕ぎ続けた
自分もゴール目前で力尽きてサドルから降りる事
に。結局最後は子供達と妻をおろしてタンデムを押
しながら歩いて駐車場のゲートをくぐらなければな
らなかった。 その後は動物園やアスレチックで
たっぷり遊び子供達も大満足。その帰り道、チャイ

ルドシートで娘がスヤスヤ。前後に揺れる娘の頭を
アゴで帽子の上から押さえながらペダルを漕ぎ、無
事に家に着いた時はいつも以上にほっとしたのを覚
えている。
タンデムの場合、どちらか一人が漕ぐのをやめて

しまうと、二人が乗った重い自転車を残った一人で
漕ぎ続けることになる。この日のツーリングでは身
をもってそんな事実を確認することが出来た。やが
て子供たちが成長するとそれぞれ自分の足でペダル
を漕ぐようになり、家族で１台のタンデムに乗るこ
とはなくなってしまった。残されたのは家族との思
い出と色褪せた写真だけだ。今でもこの写真を見る
と、家族を乗せて漕ぎ上がったきつい坂道と、タン
デムの前後から応援してくれる子供達の声が心に

蘇って来る。
貴重な家族と
のタンデムの
思 い出で あ
る。

自転車のある風景

第１回 再びタンデム

著者紹介

石黒靖彦
cafe自転車屋
マスター
屋代出身

本紙創刊時から39号まで連載してい
た「自転車のある風景」が読者の皆様
のご要望にお応えし今月から再開しま
す。自転車の魅力をお楽しみください。returns(リターンズ)

フォト＆
エッセイ

※
今
月
号
の
「
お
じ
ょ
こ
な
８
０
０
字
小
説
」
は
お
休
み
で
す

５月１５日

定休日：火曜日 第２第４水曜日
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リベルタス千曲・塚口監督

藤
本
監
督
に
代
わ
り
４
月
１
日
に
就

任
し
た
小
林
伸
二
新
監
督
は
初
采
配
と

な
っ
た
第
９
節
で
藤
枝
を
２‐

０
で
破

り
、
昨
季
か
ら
の
連
敗
を
13
で
ス
ト
ッ

プ
し
た
。
ホ
ー
ム
で
の
連
勝
を
目
指
し

て
迎
え
た
12
日
の
磐
田
戦
は
「
千
曲
市

／
飯
山
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」
。
信

州
千
曲
観
光
局
も
ス
タ
ジ
ア
ム
前
に
出

店
し
、
杏
や
な
め
茸
な
ど
を
販
売
。
購

入
者
に
は
あ
ん
姫
の
特
製
ス
テ
ッ
カ
ー

な
ど
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
が
配
ら
れ
た
。

試
合
は
先
制
を
許
し
た
も
の
の
、
立

て
直
し
て
同
点
に
追
い
つ
く
展
開
に
。

１‐

１
で
Ｐ
Ｋ
戦
と
な
る
が
磐
田
の
元

日
本
代
表
Ｇ
Ｋ
・
川
島
に
２
本
連
続
で

止
め
ら
れ
惜
し
く
も
敗
北
。
今
季
ホ
ー

ム
初
勝
利
は
お
預
け
と
な
っ
た
。

地区優勝までマジック１と迫っていた信州ブレイブウォ
リアーズは４月19日、2025/26 シーズンのホーム最終戦
となるエア・ウォーターアリーナ松本での第31節を戦い
第１Qから愛媛を圧倒。その後もリードを広げ109-57で
大勝。4182人を集めた松本の地で、残り２試合を残して
６年ぶり３度目のＢ２地区優勝を決めた。
ＢＷは最終シーズンとなるＢ２で有終の美を飾る優勝を
目指して５月２ 日開幕のプレーオフを戦う。クォーター
ファイナルはホーム・ホワイトリングが舞台だ。

地区優勝を決めたBW
（エア・ウォーターアリーナ松本 ４月19日）

＠© SHINSHU BRAVE WARRIORS

ボアルース長野
フットサルＦリーグ ディビジョン１

2026/27シーズン日程決定フットサル

ホーム開幕戦
試合会場 ことぶきアリーナ千曲
６月１４日（日）１４：００∼
ｖｓ ボルクバレット北九州

4
月
５
日
、
サ
ッ
カ
ー
の
北
信
越

リ
ー
グ
が
開
幕
。
２
期
ぶ
り
に
２
部

に
復
帰
し
た
リ
ベ
ル
タ
ス
は
ビ
ジ

タ
ー
で
の
初
戦
で
１
部
か
ら
降
格
し

て
き
た
Ｓ
Ｒ
Ｋ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
に
１

‐

２
と
惜
敗
。
翌
週
の
12
日
に
ホ
ー

ム
開
幕
戦
を
戦
っ
た
が
、
若
い
新
潟

医
療
福
祉
大
学
の
チ
ー
ム
に
１‐

３

で
敗
れ
た
。
第
３
節
の
エ
ヌ
ス
タ
イ

ル
は
２
年
前
に
降
格
を
決
め
ら
れ
た

因
縁
の
相
手
だ
が
３‐

１
で
快
勝
。

今
季
初
勝
利
で
雪
辱
を
果
た
し
た
。

ｖｓ NUHW FC（４月12日）

リベルタス千曲ＦＣ
２季ぶりのHFL開幕

北信越フットボールリーグ2部

ＨＦＬ２部５月日程（ホーム戦）

千曲市サッカー場
１７日（日）11：00∼
ｖｓ 坂井フェニックス

筑北村サッカー場
２４日（日）11：00∼
ｖｓ ＦCアビエス

信州ブレイブウォリアーズ
Ｂ２東地区で優勝決定
プレーオフへ挑むプロバスケ

Ｂリーグ

ＡＣ長野パルセイロ
小林新監督就任・千曲市ホームタウンデー

Ｊ２・Ｊ３百年構想リーグ

サッカー

キ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ン
ズ
全
国
大
会
出
場

千
曲
市
で
活
動
す
る
小
中
学
生
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
・
千

曲
キ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ン
ズ
は
昨
年
12
月
に
千
曲
市
で
行
わ
れ
た
甲
信
越
大
会
に
出
場
。
３
月
26

日
か
ら
千
葉
市
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
た
。
大
会
前
に
小
川
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
大

会
の
結
果
報
告
と
全
国
大
会
へ
の
決
意
を
伝
え
た
。
今
年
は

中
学
生
の
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
ｃ
ｕ
ｅ
’
Ａ
ｎ
ｚ
が
選
抜
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
大
会
、
小
学
生
の
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｓ
が
全
日
本
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
に
出
場
と
な
っ

た
。
【
結
果
】
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
ｃ
ｕ
ｅ
’
Ａ
ｎ
ｚ
／
出
場

部
門
Ｊ
ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｒ
編
成
・
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
１

Ｌ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ

結
果
１
位
◇
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｓ
／
出
場
部
門
Ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
編

成
・
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
１
・
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｕ
ｍ

順
位
９
位

10日(日) 16：00∼
vs マイナビ仙台

パルセイロレディース ５月日程（ホーム）

クォーターファイナル
2日(土) 14：05∼
3日(日) 14：05∼
4日(月) 14：05∼
ｖｓ福井ブローウィンズ
セミファイナル
7日(木)∼11日(月)
ファイナル
15日(金)∼19日(火)

B2リーグプレーオフ日程（５月）
クォーターファイナル会場：長野ホワイトリング

チアリー
ディング

２日（土）18：00∼
vs 藤枝MYFC
９日（土）18：00∼
vs ＦＣ岐阜
23日（土）16：00∼
vs ヴァンフォーレ甲府

AC長野パルセイロ J3 5月日程（ホーム）
試
合
会
場
は
す
べ
て
長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム

５月30日にＦリーグが開幕する。今季ボアルー
スはホームゲーム11試合中6試合を千曲市で行う。

ｖｓ ジュビロ磐田（４月12日）


